
０２　3月末で閉校  富士見高原中学校・南中学校
０４　こちら商工会青年部
　　 こちら富士見町消防団〈第2分団〉
０５　女性の健康週間
０６　国保だより
０７　富士見町史上巻・下巻発売中
０９　剪定木の受け入れ／献血にご協力を
１０　教育委員会だより

主な内容主な内容

もうすぐお別れ  木造校舎 2月12日（金）  南中学校

　2月半ば、南中学校1年生の教室では、技術・家
庭科の授業が行われていました。生徒たちが朝
ご飯に食べたものを食品群ごと黒板に書き出し
て、成長期の自分たちに必要な栄養について、和
やかに学習していました。
　生徒たちは、4月に開校する「富士見中学校」に
通うため、3月いっぱいでこの校舎を離れます。
学ぶ場所は変わっても、学ぶ楽しさはそのままに、
良い春を迎えてくださいね。



それぞれの歴史に幕それぞれの歴史に幕
士 見 中 学 校』として開校します。士 見 中 学 校』として開校します。士 見 中 学 校』として開校します。

富士見高原中学校
　富士見高原中学校は、昭和 28年に富士見村・本郷村・落合村の一部による組合立中学校として開校。豊

かな人間性の育つ活気に満ちた学習の創造を理念とした学校経営のもと、平成 11 年落成の校舎の全面改

築を経て、57年の歴史と伝統に幕を閉じます。
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富士見高原中57年の沿革
昭和28 組合立富士見高原中学校開校

　　30 富士見町立富士見高原中学校

 に移管

　　35 校歌・校旗制定

　　51 文化祭を 「老人と若者のつど

 い」に

　　52 生徒会の森 「高原の森」

 オープン

　　53  「老人と若者のつどい」 を

  「敬老の集い」に

　　57 開校30周年記念式典

　　59 吹奏楽部東海大会優秀賞

　　63 第１回すずらん祭

平成元 バレー部全国大会出場

　　 2 陸上部北信越大会出場

　　 4 開校40周年記念式典

 同窓会設立総会

　　 8 旧校舎とのお別れの式・　

 新校舎出発の会

　　 9 講堂・体育館とのお別れの式

　　10 三角林・プールとのお別れの式

 校舎全面改築落成式典

　　14 開校50周年記念式典

　　21 富士見高原中学校閉校式典

■学校長　　鈴木　　清
■生徒数　　341名
■所在地　　長野県諏訪郡富士見町富士見4,654番地
■創　立　　1953（昭和28）年
■創立から平成21年度卒業までの生徒数 9,741名

■制　定　　1953（昭和28）年
■校章のもつ願い
　雄大さと秀麗なる富士山に高遠なる理想を、

　高雅なすずらんに郷土を表徴しました。

　また三角形の重なった形に、富士見・本郷・

　落合の各中学校のがっちりと団結した統合と、

　中学3ヶ年の決意と進展とを念願してデザイン

　されました。

校  章

  自主‥‥自分から進んで深く考えて行動する
  友愛‥‥心から感じ合い豊かな心を持つ
  剛健‥‥ねばり強く、逞しく追求する

  自主‥‥自分から進んで深く考えて行動する

  友愛‥‥心から感じ合い豊かな心を持つ

  剛健‥‥ねばり強く、逞しく追求する

学校教育目標



平成22年3月をもって平成22年3月をもって
4月からは両校が統合され、『富4月からは両校が統合され、『富4月からは両校が統合され、『富

南中学校
　　南中学校は、昭和33年に境中学校・落合中学校の統合中学校として開校。農園・梅園作業やしいたけ栽培、

福祉・勤労体験学習などの体験活動を重視した教育が受け継がれ、52年の歴史と伝統に幕を閉じます。

南
中
学
校
校
歌

作
詩　

松
井
芒
人

作
曲　

和
田
則
彦

八
ヶ
岳
裾
野
遠
引
く

清
ら
な
る
こ
の
高
原
に

地
を
占
め
て
立
つ
わ
が
校
舎

春
秋
の
移
り
美
し

親
し
み
て
寄
る
窓
よ
り
ぞ

雪
白
き
富
士
の
高
根
を

朝
夕
に
見
る
わ
が
校
舎

夏
冬
の
大
気
澄
み
た
り

釜
無
の
青
葉
の
谷
に

道
白
く
通
う
を
見
れ
ば

都
を
ぞ
指
す
わ
が
郷
土

早
く
よ
り
文
化
開
け
し

延
び
し
丘
目
に
は
る
か
に
て

甲
斐
の
国
境
う
と
こ
ろ
と

人
な
ご
み
住
む
わ
が
郷
土

ま
す
ま
す
に
栄
え
ゆ
く
べ
し

わ
れ
ら
こ
の
郷
土
に
育
ち

う
る
わ
し
き
校
舎
に
学
び

こ
こ
ろ
ざ
す
ゆ
た
け
き
知
性

新
し
き
世
に
立
ち
ゆ
か
ん

　自
ら
を
高
く
保
ち
て

も
ろ
と
も
に
人
を
と
う
と
び

養
わ
ん
ゆ
た
け
き
品
位

新
し
き
世
を
ば
築
か
ん

　　 
 

名
に
負
い
て
富
士
見
南
の

　 
 

高
原
に
立
て
る
中
学

南中52年の沿革
昭和33 富士見町立南中学校開校

　　34 新校舎完成　校歌・校章完成

 文化祭開始

　　35 南中学校竣工式

　　39 生徒会歌完成

 学校樹木園設置

　　40 標準服を制定

　　45 文化祭を「白樺祭」に

　　46 県中男子バスケットボール

 大会　２連覇

　　51 しいたけ栽培開始

　　52 梅林園を作る

　　56 オオムラサキの生態研究で県

 学生科学賞受賞

　　61 第1回校内マラソン大会開始

　　62 創立30周年記念式典

 同窓会設立

平成 5 NHKドラマ「かりん」撮影

　　 6 第1回強歩大会実施

　　 9 創立40周年記念式典

 宮崎　駿氏講演

　　17 TBS番組「今、会いに行きます」

 撮影

　　19 創立50周年記念式典

　　20 127人128脚ギネス認定

  （第50回白樺祭にて）

　　21 南中学校閉校式典

■学校長　　三村　昌弘
■生徒数　　110名
■所在地　　長野県諏訪郡富士見町落合3,671番地
■創　立　　1958（昭和33）年
■創立から平成21年度卒業までの生徒数 3,543名

■制　定　　1959（昭和34）年
■校章に込められた願い
　南中学校の象徴である白樺の葉５枚を組み

　合わせ、一枚一枚の葉に

　　１　みどりの　健やかさ

　　２　みどりの　爽やかさ

　　３　大地に育つ　暖かさ

　　４　冬に耐える　たくましさ

　　５　白い木肌の　清らかさ　　

　の願いを込めてデザインされました。

  求め合う知性（かしこさ）

  磨き合う人格（やさしさ）

  深めあう郷土愛（たくましく）

校  章

  求め合う知性（かしこさ）

  磨き合う人格（やさしさ）

  深めあう郷土愛（たくましく）

学校教育目標



2 第2分団（大平・松目・原の茶屋・富士見ヶ丘・希望ヶ丘地区）
第2分団
（大平・松目・原の茶屋・富士見ヶ丘・希望ヶ丘地区）

団員数 23名　 分団長／小林美秀　 副分団長／名取健二

　　４集落、 １地区から集まった団員は総勢 23名とこじんまり、 まとまりやすく
てみんな仲良し！家族ぐるみのつきあいも盛んです。地域のみなさんの消防
団に対する理解も十分で、今年度は 6名の新入団員を迎えました。
　　第 2分団、今日も地域のために、和やかムードでがんばっています。

チャームポイント
　　　 は笑顔♪

日野 和也 さん
　　　 （24歳）
趣味◆映画鑑賞

Coolな
　  ナイスガイ♪

名取 　賢 さん
　　　 （24歳）
趣味◆
　  スノーボード

かず や

さとし

地域も貴女も
守ります！

素敵な彼女募集中

明るく和気あいあいと、地域を守っています!

よし ひで けん じ

　　今年は御柱祭があり忙しくなりますが、富士見OKKOHを始め、青
年部の活動によって富士見町が盛り上がり、地域貢献できるように部
員一丸となって頑張ります。

　　　　　　　　　　富士見町商工会青年部部長　内藤　 賢

青年部ホームページ是非ご覧ください!!

検索富士見町商工会
クリック

今年は富士見駅周辺・信濃境駅周
辺を行いました。

■クリーンキャンペーン
友好都市多摩市で地域物産品の
販売を行いました。

■ハロウィン in 多摩センター
選手やお客さんの癒し空間です。
■アドベンチャー in Fujimi

今年は南信大会で優勝し、県大会
に出場しました。

■青年の主張発表会

富士見町商工会青年部は、町内の40歳までの自営業経営者で組織され、現在42名が在籍しています。

【青年部の主な活動】
◆長野県商工会青年部連合会への参加
◆県青連総会・リーダー研修・青年の主張発表会・ビジネス交流会
　への参加
◆勤労者球技大会の開催
◆クリーンキャンペーン（町内清掃活動）
◆地域物産販売事業（ハロウィン in 多摩センター等出店）
◆他市町村青年部、商工会議所との研修会
◆各種イベントへの参加（アドベンチャー in Fujimi、原村よいしょ祭等）
◆富士見OKKOH協力

①活動紹介①活動紹介

町内の若手経営者の集まりである商工会青年部は、
その道のプロの集まりです。そして富士見町を愛して
います。
これから毎月、町民のみなさんの暮らしに役立つ情報
などを提供していただきます。

けん



　 住民福祉課 保健予防係　☎62-9134　　9134

女性の健康週間女性の健康週間女性の健康週間
3月1日～8日は

です。

3月1日～8日は

です。

　女性が生涯を通じて健康で明るく、充実した日々を自立して過ごすことを総合的に支援するために創られ
た週間です。
　女性の皆さん、この機会にぜひ、ご自分の健康を見直してみませんか。

女性の健康週間とは・・・
　　平成 19年４月に厚生労働省が策定した「新健康フロンティア戦略」において、

「女性の健康力」 が柱の一つに位置付けられ、 女性が生涯を通じ健康で明るく、

充実した日々を自立して過ごすことを総合的に支援するため、創設されました。

　　女性の健康に関する知識の向上と、女性を取り巻く健康課題に対する社会的

関心の喚起を図り、女性の健康づくりを国民運動として展開するもので、毎年 3

月 1日から８日までの間となっています。

女性特有の健康問題 町が行っているサービス

乳がん・子宮がん

がんは日本人の死亡原因第１
位の病気です。乳がんは20人
に1人の割合でかかっています。
子宮がんは20～30代で急増
しています。

骨そしょう症

20歳代でも骨密度が少ない人
がいます。生活習慣が大きく影
響しています。閉経・加齢などに
より骨量が減少するため、若い
ころから骨量を高めることが重
要です。

乳房検診：40歳～74歳の女性
　　　　　2年に1回　9月に実施
子宮検診：20歳以上の女性
　　　　　2年に1回　7～8月に実施

45歳・50歳・55歳・60歳の女性　
11月に実施
検診後相談会開催

若年女性のやせ

誤った方法のダイエットをして
いる人が増えています。やせは
ホルモンバランスを崩したり他
の病気の原因になったりします。
また、骨密度の低下につながり
ます。

保健センターにて健康相談（随時実施）

更年期障害
更年期障害は誰にでも起こりま
すが、症状や不快感の強弱は人
によって様々です。

保健センターにて健康相談（随時実施）

問 有



　 住民福祉課 国民年金係　☎62-9111　　9111

国保だより国保だより

年金だより年金だより

　　３月・４月は転出転入の季節です。

国保に関係する届け出について、お忘れのないようお願いします。

年金に関するお問い合わせは下記までお願いします。

　　　　　　　　　岡谷年金事務所（旧岡谷社会保険事務所）　☎23-3661
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年金相談などの窓口として利用できます。

◆国保に入るとき

◆国保をやめるとき

◆その他

※国民健康保険料の口座引落を希望される場合は、通帳等口座のわかるものと届出印をお持ちください。

どんなとき？ 届出に必要なもの

どんなとき？ 届出に必要なもの

印鑑・転出証明書

印鑑・職場等の健康保険をやめた証明書

印鑑・被扶養者でないことの証明書

印鑑・保険証（※保護者が加入のもの）

印鑑・保護廃止決定通知書

外国人登録証明書

他の市区町村から転入したとき

職場等の健康保険をやめたとき

他の健康保険等の被扶養者からはずれたとき

子どもが生まれたとき

生活保護を受けなくなったとき

外国人が入るとき

印鑑・保険証

印鑑・保険証

印鑑・保護開始決定通知書

印鑑・国保と新しい健康保険両方の保険証
（新しい保険証が未交付のときは、健康保険加入の証明）

他の市区町村へ転出したとき

職場等の健康保険へ入ったとき

他の健康保険等の被扶養者になったとき

死亡したとき

生活保護を受けることになったとき

どんなとき？ 届出に必要なもの

印鑑・保険証・年金証書

印鑑・保険証・在学証明書または学生証

印鑑・身分証明書

印鑑・保険証

印鑑・保険証

退職者医療制度の対象になったとき

退職者医療制度の対象でなくなったとき

富士見町の中で住所が変わったとき

世帯主や氏名が変わったとき

世帯分離・世帯合併したとき

修学のため他の市区町村に住むとき

保険証をなくしたとき

汚して使えなくなったとき

問 有



　 長野県総務部広報課　☎026-235-7110
　 県ホームページのアドレスhttp://www.pref.nagano.jp/soumu/koho/kenmin/top.htm

「富士見町史」 好評発売中です！「富士見町史」 好評発売中です！「富士見町史」 好評発売中です！
～上巻・下巻ともに一家に１冊、富士見町の歴史書としておすすめします～～上巻・下巻ともに一家に１冊、富士見町の歴史書としておすすめします～

「平成２２年度 県民参加の政策づくり推進事業」　　
　　　　　　　　　　　　　　参加グループ募集
「平成２２年度 県民参加の政策づくり推進事業」　　
　　　　　　　　　　　　　　参加グループ募集

　　長野県では、県民の皆様の柔軟なアイディアや発想を県政に活かすため、「県民参加の政策づくり推進事業」を

実施しています。これは、５名以上のグループから政策の提案をいただき、長野県が行う事業に活かしていこうという

ものです。平成22年度の参加グループの募集は３月８日まで行っています。皆様のご参加をお待ちしています。
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ま
と
め
た「
宗
教
編
」

　

各
地
区
の
行
事
を
著
し
た「
民
俗
編
」よ
り
構
成
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涯
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民
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☎
６
２‐７
９
０
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８
１
４
５

下巻　3,000円 上巻　5,000円下巻　3,000円 上巻　5,000円
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　 消防課 予防係　☎61-0119　　9195

野焼き、焚火を行う際は、消防課に届出を！野焼き、焚火を行う際は、消防課に届出を！
　　近年、町内で発生した火災のうち、野焼き、焚火などが原因で出火している

ものが、全体の約半数を占めています。

　　野焼き、 焚火を行う際は、 消火用具を必ず用意するとともに、 風の強い日や

乾燥している日には絶対に行わないようにし、 事前に消防課に届出をして下さ

い。
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つ
き

緩
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亭

昭
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十
三
年

昭
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十
三
年

『
ア
ラ
ラ
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』（
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正
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年
九
月
号
）

十
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年

昭
和
四
十
一
年

「
富
士
見
せ
ん
べ
に
」

大
泉
汐
紛
争（
小
見
出
し
）

水
利
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争
が
再
燃
し
た
。（
削
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す
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）

江
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の
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見
せ
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定
の
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取
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然
る
に
明
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な
っ
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よ
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四
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よ
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　 住民福祉課 保健予防係　☎62-9134　　9134

　 建設課 生活環境係　☎62-9114　　9114

剪定木の受入れ、木材チップ配布の受付けを開始します剪定木の受入れ、木材チップ配布の受付けを開始します

　　町では、燃えるごみの減量と資源化を目的として、庭木等を

剪定した枝等を受入れ、チップ化したものを配布します。

　　いずれも事前に生活環境係までお申し込みください。

献血にご協力をお願いします！献血にご協力をお願いします！
　 例年のとおり、移動採血車による献血を下記のとおり富士見町保健センターで行います。

　 毎年この時期は、献血者が減少し長期保存のできない輸血用血液製剤が不足してきます。血液は、人間の生命を維

持するために欠くことのできないものであり、 医療の現場ではどうしても必要なものです。そこで、 町民の皆さんに献血に

ご協力をお願いします。

◆受入れ・配布申込受付期間：3月～10月
◆受入れ・配布期間　　　　：4月～11月
〈受入れ・配布日時〉　
　　　　　　　　第2・第4日曜日
　　　　　　　　午後3時～5時（要予約）

剪定木の受入れ

▲

◆献血会場　　富士見町保健センター（役場隣）
◆実 施 日　　3月30日（火）
◆実施時間　　午前10時～12時
◆献血方法　　400ml全血献血　または　200ml全血献血

※安全で責任ある献血をお願いするために、受付時に免許証 ・ 保険証などで

　　本人確認をさせていただきます。

※渡航歴のある方は献血をお願いできない場合もありますので、お問合せください。

※献血にご協力いただける方は、３月 19 日までに保健予防係まで連絡をお願いします。

剪定木の受入れ 木材チップの配布

受入れの条件
・町内の一般家庭から出る剪定木（枝木等）　
で、町が指定する場所へ直接持ち込みで　き
ること。
・直径15cm以下の枝木で、長さが概ね　　
2m以下であること。
・木の根、土や泥でひどく汚れたものや建　築
廃材などは持ち込めません。

※受入れの日時、場所については申し込み　
時にご案内します。

　木材チップは無料です。また、配布は先着
順とします。
　町の指定する場所へ直接取りに来ていた
だき、袋詰めや積み込みは各自で行っていた
だきます。（再申し込みより初回申し込みを優
先します。）

※配布の日時、場所については生活環境係　
より改めてご連絡します。

問 有

問 有申込



午前10時より
役場2階会議室

（変更の場合もあります）

3月10日（水）
（非公開）

定例教育委員会定例教育委員会

子どもに関する
何でも相談

子どもに関する
何でも相談

午前9時～午後3時
☎62-3118
教育相談員が
対応します

お気軽にご相談
ください♪
月・火・木曜日

平成22年3月1日発行
富士見町教育委員会編集
☎62-9235
kodomo@town.
fujimi.nagano.jp

「落合小学校統合計画」（案）「落合小学校統合計画」（案）

　 富士見町教育委員会では、 子どもの人権 ・ 最善の利益を尊重することを第一に「子育てを

支援し、 豊かな人間性を育む教育環境の整ったまちづくりを目指す」を基本構想とし、 政策実

現のために取り組んでいます。

　 政策課題の一つでもある 「豊かな感情と知性を育むことができる子どもの育成」 については、

少子化等が進む中で、教育 ・ 学習環境の整備見直しが必要であると考え、「小中学校の適正

規模」について検討を重ねてまいりました。

　 平成 19 年 10 月には富士見町立学校整備促進審議会に対し 「町立小中学校の適正規

模について」諮問し、平成 20 年 3 月に「小学校においては、複式学級を避けるべき」との答申

を受けました。

　 教育委員会では、 この答申を尊重しつつ「格差是正と学校適正規模」について検討を重ね

てまいりましたが、町内４小学校の中でも落合小学校においては、予想を超える速度で少子化

が進んでおります。今後もさらに児童数が減少し、 複数学年が複式学級となり教育環境が大

きく変わることが心配されます。

　 こうした状況を踏まえ、 教育委員会では平成 21 年 5 月「町内小学校の適正規模に対する

教育委員会の考え方」 を決定し、 保護者や同窓会の皆さんに説明を行い具体的な検討を進

めてきました。また、 落合小学校ＰＴＡにおいては、 地区懇談会の開催

や独自アンケートを実施し、 「アンケート集計結果」 が平成 21 年 10

月教育委員会に提出されました。

　 教育委員会では、 「アンケート集計結果」でのご意見も考慮しながら

検討した結果、 「子どもの最善の利益を優先的に考え、 できるだけ早く

対処することが必要」との結論に達しました。

　 このような経過から、 今後、 保護者や地域の皆様のご意見をお聞きするための “ たたき台 ”

として、以下のとおり「落合小学校統合計画（案）」を定めました。

経　過

1. 統合計画の骨子
　 ①平成 23 年度末 （2012 年 3 月 31 日） をもって落合小学校を閉校し、　　富

士見小学校及び境小学校に統合します。

　 ②通学区域及び通学方法については、以下のとおりとします。

　　  ○烏帽子地区を除く落合小学校通学区域を富士見小学校通学区域に変更

　　　　　 します。

　　　　　通学方法は、富士見小学校へスクールバスでの通学とします。

　　　○烏帽子地区は境小学校通学区域とし、通学は徒歩での通学とします。

統合計画

　教育委員会では、落合小学校統合計画について検討を重ね、1月に「案」を決定し、2月8
日に落合小学校において説明会を開催しました。今号ではその内容についてお知らせしま
す。また今後さらに検討を重ね、4月以降説明会を開きます。

平成22年1月



閉校に伴い同時に検討すべき諸課題について

2. 統合計画の骨子説明

　 ①平成 23 年度末で閉校とする理由

　 平成 17 年、 小中学校の児童 ・ 生徒数の予測を公表しながら、 「学校適正規模と格差是正について」検討の

必要性を町民に投げかけて以来、今日まで慎重審議を重ねてきました。町内の児童数の減少傾向は、今後も続

いていくと予測されますが、 とりわけ落合小学校区域においては当時の予想を上回る速さで児童数が減少して

きています。

　 この傾向は、 複式学級が今後恒常的に継続していくだけでなく、 平成 24 年度を境に全校児童が 30 名以下

に減少し、 同じ町内の児童でありながら教育 ・ 学習環境に大きな格差が生じます。このような状態をこれ以上先

延ばしすることは「子どもの最善の利益」を優先的に考慮する観点から適切ではないと考えます。

　落合小学校の今後のあり方について町の具体案を提示して、 児童や保護者の不安解消を早急に図る責任が

町にはあると考えています。

　 「格差是正に向け一日も早く統合すべきである」とのご意見がある一方で、 それでもなお存続を望む声がある

ことも事実です。それだけに、合意形成のためには、地域住民の皆さんと町とで十分話し合い、理解と納得をいた

だくためには一定の時間が必要であると考えます。

　 以上の理由から、閉校は平成 23 年度末が妥当であると考えます。

　 なお、平成 23 年度をもって落合小学校を閉校するためには、遅くとも、平成 22 年 9 月末までには合意形成

がされる必要があります。

　 ②通学区域の変更および通学方法について

　        富士見町の地形上、烏帽子地区以外の落合小学校通学者は、国道 20 号線沿線に居を構え生活しています。

主な生活圏が国道 20 号線沿いであることを考えれば、 スクールバスで富士見小学校へ通学することが妥当で

あると考えます。

　 烏帽子地区は、他の落合小学校通学区域居住者とは異なり境小学校への徒歩

通学が可能な地域であり、境小学校へ通学することが望ましいと考えます。

1. 落合保育園について
　 落合保育園については、 平成 12 年「町立保育所整備推進委員会」から「落合 ・ 境保育園の再編整備につい

て検討が必要」との答申が出されました。平成 18 年に保護者のみなさんと懇談し、当面存続することとなり、現在

に至っております。

　 しかし、今後、落合小学校が統合された場合、多くの行事において落合小学校との交流を深めている落合保育

園についても、検討していく必要があります。

　（平成 12 年度園児数 37 名、平成 21 年度園児数 14 名）

2. 校舎の後利用について
　 落合小学校統合後の後利用（校舎 ・ 校庭 ・ 敷地 ・ 岩本節次記念館 ・ 諏訪郡歌等の石碑等）についても、 町

長部局と教育委員会が相互の連携を図り、 地域の皆さんにいくつかの具体案をお示ししながら、 それを “ たたき

台 ” にして検討を重ねていくことも重要な事項であります。
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き
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行
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ぶ
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。
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得
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携
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。
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連
盟
、
町
地
域
ス
ポ
ー

　

ツ
ク
ラ
ブ
、
そ
の
他
自
主
活
動
サ
ー
ク

　

ル
等
の
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う

　

に
体
育
施
設
利
用
面
で
支
援
し
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
加
入
・
ご
参
加
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

③
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
明
る
く
元
気
な
ま

　

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

図
書
館
係
で
は
、「
富
士
見
町
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
」を
策
定
中
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
町
の
将
来
を
担
う
18
歳

以
下
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
「
本
と
遊
び
、

本
に
学
ぶ
」
を
基
本
目
標
と
し
て
富
士
見

町
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

を
は
か
る
た
め
に
、
関
係
者
の
協
力
を
い

た
だ
き
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
図
書
館
の
利
用
は
、
非
常
に
多

い
の
で
す
が
、
今
後
は
、
家
庭
、
保
育
園
、
学

校
等
地
域
に
お
け
る
読
書
活
動
の
推
進
に

つ
い
て
、
啓
発
活
動
等
を
通
じ
て
考
え
て

い
き
ま
す
。

　

博
物
館
高
原
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

年
間
を
通
じ
、
富
士
見
町
に
ゆ
か
り
の
あ

る
様
々
な
企
画
展
を
開
催
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う

ぞ
、ご
来
館
下
さ
い
。

　

学
校
の
適
正
規
模
と
格
差
解
消
を
図
り

ま
す
。

　

急
速
な
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
対
応
し

た
学
習
環
境
を
保
障
す
る
た
め
、
小
学
校

に
つ
い
て
は
今
後
の
児
童
数
を
勘
案
し
、

複
式
学
級
の
回
避
な
ど
学
校
間
の
学
習
環

境
格
差
解
消
施
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、

児
童
減
少
が
顕
著
な
落
合
小
学
校
は
、
閉

校
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
４
月
開

校
す
る
新
中
学
校
の
充
実
し
た
運
営
を
行

う
た
め
、
引
き
続
き
校
歌
作
成
な
ど
必
要

な
事
項
の
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

①
町
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
行
動
計

　
画
の
推
進

　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ

　

く
市
町
村
行
動
計
画
を
平
成
21
年
度
に

　

見
直
し
、
向
こ
う
5
年
間
の
後
期
計
画

　

を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
基
に

　

「
健
や
か
に
生
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
」

　

「
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ

　

く
り
」「
豊
か
な
子
ど
も
時
代
を
過
ご　

　

す
た
め
の
社
会
づ
く
り
」
を
目
指
し
、　

　

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

②
運
動
保
育
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入

　

全
国
的
に
子
ど
も
の
体
力
、
運
動
能
力

　

の
低
下
は
深
刻
で
、
情
緒
不
安
定
で
落

　

ち
着
き
が
な
い
、
キ
レ
や
す
い
子
ど
も

　

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

　

な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
最
も
効
果

　

的
と
い
わ
れ
る
運
動
保
育
を
導
入
し
、

　

運
動
調
整
能
力
の
向
上
と
感
情
の
コ
ン

　

ト
ロ
ー
ル
と
い
っ
た
、「
集
中
力
」「
抑　

　

制
力
」「
生
き
る
力
」を
育
成
し
ま
す
。

来
年
度
に
向
け
て

来
年
度
に
向
け
て

生
涯
学
習
公
民
館
係

文
化
財
係（
井
戸
尻
考
古
館
・

　
　
　   

歴
史
民
俗
資
料
館
）

社
会
体
育
係

図
書
館
・
博
物
館
係

子
ど
も
支
援
係

総
務
学
校
教
育
係

男
女
共
同
参
画
係

　
教
育
委
員
会
で
は
、今
年
度
も
様
々
な
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。一
年
を
終
え
る
今
、

各
係
か
ら
来
年
度
の
主
な
展
望
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



編集後記
小学生のスキー教室に同行しました。のみ込みの速さと怖がらずに滑る姿はとても
たくましかったです。数年ぶりにスキーに挑戦しようと思いました。（Y）

スポーツ少年団  平成22年度新規団員募集スポーツ少年団  平成22年度新規団員募集スポーツ少年団  平成22年度新規団員募集

3月21日（第3日曜日）は家庭の日

よい新学期を迎えられるよう、家族で年度末を充
実させ、新年度に向けた準備をしましょう。

富士見中学校校歌  作詞者 重松 清さん  来町富士見中学校校歌  作詞者 重松 清さん  来町
　 ４月に開校する富士見中学校の校歌を作詞することに決まった作家

の重松清さんが、１月 25 日に富士見町を訪れました。

　 役場で町長 ・ 教育長と懇談後、 富士見高原中学校 ・ 南中学校を

訪問し、校舎見学や生徒の様子を見ていただきました。

　 その後、町内の散策や山や田畑の風景など、町の概略を見学されま

した。

　 次回の訪問は４月の予定です。開校後の富士見中学校で生徒との

ふれあいを持ち、 「子どもたちと一緒に校歌を作っていきたい」とおっし

ゃっていました。

　町スポーツ少年団では、平成22年度新規団員を募集します。
　入団を考えている方、興味のある方はお気楽にご連絡くださ
い。お待ちしています。

■種　　目　　剣道・野球・バレーボール・サッカー・
　　　　　　　空手・バトントワラー・鼓笛隊
■対　　象　　小学生　
　　　　　　　※小学生以外についてはご相談ください

【お問い合わせ】
　スポーツ少年団事務局（町民センター内）　☎62-2400

西伊豆町小学校とスキー交流西伊豆町小学校とスキー交流
　 ２月４ ・ ５日、 姉妹町である西伊豆町の仁科小学校、 田子小学校、

賀茂小学校の５年生が富士見町を訪れ、 富士見小学校の５年生とス

キー交流会を行いました。

　 昨年の夏には富士見小学校の５年生が西伊豆町に行き、 海水浴や

交流会など親睦を深めており半年ぶりの再会となりました。

　 西伊豆町の児童のほとんどがスキー初体験でしたが、 ２日目にはリ

フトに乗り滑れるようになりました。また夏の交流のお返しとして、 富士

見小学校から白樺の木で作ったペン立てが贈られ、 交流の証となりま

した。

卒園・卒業
おめでとうございます

卒園・卒業
おめでとうございます

卒園・卒業
おめでとうございます

　もうすぐ卒園・卒業の日を迎える保育園
児、小学生、中学生、保護者の皆様、
おめでとうございます。
　4月からの新しい生活
が実り多いものでありま
すように。

▲スポーツ少年団総合結団式の様子

▲富士見町役場で町長、教育長と対談しました



　 財務課 収納係　☎62-9123　　9123

後期高齢者医療保険料
国民健康保険料／保育料
上下水道使用料／住宅使用料

※毎週火曜日は午後7時まで夜間納税窓口を開設して
　います。ご利用ください。

納期限・振替日は3月31日（水）です

金　井　三　治 86歳 健　二 御射山神戸

河　角　敏　一 88歳 幸　郎 松　目

下　山　良　子 85歳 庫満男 富士見

生　沼　　良 83歳 良 富士見

竹　内　彌　生 88歳 輝　子 池　袋

小 池 久米一郎 78歳 久米一郎 立　沢

五　味　文　男 98歳 文　　 机

植　松　一　成 82歳 翼 立　沢

坂　本　子　平 97歳 子　平 富　里

小　池　　音 嘉　則 衣　美 立　沢

中　島　唯　翔 健　晴 友　香 富士見

本　宮　　藍 正　美 育　枝 桜ヶ丘

小　林　洋　伸 伸　司 恵　織 高　森

有　賀　史　恩 和　巳 順　子 南原山

細　川　更　紗 達　則 由　香 御射山神戸

北　原　知　輝 一　彦 誠　子 乙　事

  おん

 ゆい  と

  らん

 ひろ  のぶ

 し  おん

 さら  さ

 とも  き

 ■1月15日～2月14日の届出■ 〈敬称略〉
●出生・転入・転居は14日以内に　死亡は7日以内に届出を

出生おめでとう

おくやみ申し上げます

出生おめでとう

氏　名 父の名 区　名母の名

区　名世帯主

おくやみ申し上げます

氏　名 年齢

五　味　夏　樹 立　沢

古　家　三紀子 東京都

氏　名 出身地

結婚おめでとう結婚おめでとう

お
知
ら
せ

募

集

   

役
場
の
閉
庁
時
刻

        

繰
り
上
げ
の
お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
４
月
よ
り
、
役
場
等
の

閉
庁
時
刻
が
15
分
繰
り
上
が
り
、
現

在
の
午
後
５
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
毎
週

火
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
午
後
７

時
ま
で
の
窓
口
延
長
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。

　

 

総
務
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庶
務
人
事
係
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平
成
２１
年
の
火
災
状
況

　

昨
年
１
年
間
に
町
内
で
発
生
し

た
火
災
は
17
件
で
、
前
年
よ
り
１
件

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

内
訳
は
建
物
火
災
が
４
件
、
車
両

火
災
が
４
件
、
そ
の
他
の
火
災
が
９

件
で
し
た
。

　

火
災
の
主
な
原
因
は
、
火
入
れ
、

コ
ン
ロ
、
野
焼
き
・
焚
火
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
の
火
災
も
少
し
の
不
注

意
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
場
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必

ず
火
を
消
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

    

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
通
信
制
生
徒

●
募
集
内
容

　

高
等
学
校
普
通
科（
３
年
制
）

●
対　
　

象

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は

　

２
０
１
０
年
３
月
に
卒
業
見
込

　

の
方
、高
等
学
校
中
退
者
ほ
か

●
願
書
受
付
期
限

　

４
月
20
日（
必
着
）

　

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
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代
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案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

 

０
１
２
０
‐
０
６
‐
８
８
８
１

【過去5年間の火災状況】

年 建　物 車　両 林　野 その他 合　計
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◆法律相談　　　　 住民福祉課住民係　☎62-9112　　9112
◆心配ごと相談　　 社会福祉協議会　　☎62-6766　　8988

立沢・瀬沢新田・桜ヶ丘

証明書等交付の役場窓口業務 延長日証明書等交付の役場窓口業務 延長日

資源物の収集資源物の収集

粗大ごみの収集粗大ごみの収集

休日当番医・薬局休日当番医・薬局

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

相談・説明会相談・説明会

スポーツスケジュールスポーツスケジュール

3月16日（火）・23日（火）・30日（火）・4月6日（火）
午後5時30分～午後7時

4月 1日（木） 本郷・落合・境地区
3月18日（木）

4月 5日（月）

富士見地区

4月 1日（木）

毎週月曜日　午前9時～11時
（祝日も実施）
役場裏駐車場（第2体育館駐車場）

全町対象／燃えるごみの収集全町対象／燃えるごみの収集

全町対象／資源物・粗大ごみの収集全町対象／資源物・粗大ごみの収集

日　　　時

場　　　所

3月14日（日）  午後9時～11時日　　　時
役場前駐車場場　　　所

富士見地区
3月18日（木） 本郷・落合・境地区

相談・説明会名 日　　　　時 会　　　　場

町民センター

町民センター

長野県行政書士会館
長野市南県町1009-3
☎ 026-224-1300
　 026-224-1305

 結婚相談所（消防署隣り）
☎62-7853

下諏訪商工会議所会館
☎28-6666

法 律 相 談 4月9日（金）
午後1時～午後5時

行 政 相 談 3月19日（金）
午前10時～午後3時

心 配 ご と 相 談

結 婚 相 談

3月19日（金）
午前10時～午後3時

税 理 士
無 料 税 務 相 談

4月8日（水）
午前10時～正午

3月16・23・30日（火）
午後1時～午後6時

コミュニティ・プラザ

3月18日（木）
午前10時30分～午後3時
面談及び電話相談

一般相談は電話で受付
（毎週火曜日～土曜日）
午前8時30分～午後5時
※（金）のみ午後9時まで

県男女共同参画センター
（岡谷市）☎22-8822

女 性 の た め の
悩 み 相 談

行 政 書 士
無 料 相 談 会

21日（日） やまびこクリニック
☎61-2155

14日（日） 高 原 病 院
☎62-3030

さくら藤沢薬局
☎61-1815

ミツワ西友薬局
☎62-7586

22日（月・祝） 高 原 病 院
☎62-3030

藤 沢 薬 局
☎62-2106

さくら藤沢薬局
   ☎61-1815　

28日（日） 高 原 病 院
☎62-3030
高 原 病 院
☎62-3030

ミツワ西友薬局
☎62-75864日（日）

期　　日 当  番  医 当番薬局

3
　
　
　
　
月

4
月

13日（土）
14日（日）
20日（土）
21日（日）
22日（月・祝）
27日（土）
28日（日）
3日（土）
4日（日）
10日（土）

６４-２４２１
６２-２０９３
６４-２６４９
６５-３２１３
６６-２０７８
６２-２０６５
６２-７００４
６２-３２５３
６２-５６５６
６２-５３９１

3 

　
　
　
　
　
月

4 

月

富 士 見 設 備
太 陽 住 設
山 本 管 工 事
戸 井 口 建 設
三 善 工 業
坂 本 鉄 工 所
窪 田 設 備
窪田鉄工設備
エ ン ド ウ
リビングクボタ

月　　日 当　番　店

８６９０
８９４０
５３９６

３１５３
５８３３
２７６６
２７３２
３７１２

有線電話

※プラスチック類のみ

　 生涯学習課社会体育係　☎62-2400　　2750

日　　　時 事　　業　　名 会　　　　場

4月10日（土）
午後7時～

3月24日（水）
午前10時～

体育施設利用者会議 町民センター

卒　園　式 各保育園

3月～随時

フリースポーツデー3月26日（金）
午後7時30分～

地域スポーツクラブ
平成22年度会員募集

海洋センター
町民センター

町民センター

JR利用  韮崎市桃源郷方面
【申込必要】

4月10日（土）
午前8時台上り普通
電車に乗車

地域スポーツクラブ事業
お花見ウォーキング

3月18日（木）
4月 1日（木）
午前10時～

町民センター地域スポーツクラブ事業
サロンげんき塾

3月12日（金）
4月 9日（金）
午後7時～8時30分

町民センター地域スポーツクラブ事業
すくすくスポーツデー

3月11・25日（木）
4月8日（木）
午前10時～

町民センター地域スポーツクラブ事業
ストレッチの集い

主な行事主な行事
日　　　時 行　　事　　名 会　　　　場

小学校卒業式　富士見小　午前9時10分～
　　　　　　　本 郷 小　午前9時10分～
　　　　　　　落 合 小　午前9時20分～
　　　　　　　境　　小　午前9時20分～
中学校卒業式　富士見高原中　午前8時40分～
　　　　　　　南　　　　中　午前8時50分～

4月1日（木）
午前11時～ 入　園　式 各保育園

中学校閉校式　富士見高原中　午前11時15分～
　　　　　　　南　　　　中　午前10時45分～

3月17日（水）

日　　時 行　　事　　名 会　　　　場

小学校入学式　富士見小　午後1時～
　　　　　　　本 郷 小　午後1時10分～
　　　　　　　落 合 小　午後1時～
　　　　　　　境　　小　午後1時～

中学校入学式　富士見中　午前10時30分～

富士見中学校開校式 富士見中学校4月5日（月）

4月6日（火）

3月18日（木）

3月18日（木）

茅野駅前 ベルビア3階
マリオローヤル会館3月20日（土）

午前10時～午後3時

行 政 書 士 会
社会保険労務士会
無 料 相 談 会 問 ☎79-5425（行政書士会）

　 ☎24-2416（社会保険労務士会）

有
有

問
要予約

問 有

FAX

問



母親学級③ お 産 の お 話

◆地域包括支援センター
　☎62-8200　　8200
◆地域包括支援センター
　☎62-8200　　8200

◆住民福祉課 保健予防係
　☎62-9134　　9134
◆住民福祉課 保健予防係
　☎62-9134　　9134

̶ 富士見町健康づくり計画「健康ふじみ21」
　　　　　　　　　　　　　を推進しています ̶

　　最近、 歩くと腰や膝が痛くなることがあるよ。それも

あって２階に上がるのがごしたくなった。このまま歩けな

くなるかもと不安になり、 地域包括支援センターに相

談してみた。保健師さんが、痛みと今後のことについて、

話をしてくれた。

　①痛みは関節の炎症や、脊椎の神経圧迫などで
　　おこる。
　②痛みには運動してもよい痛みと、してはいけな
　　い痛みがある。
　③痛いから運動ができないわけではなく、状態
　　に応じた運動で改善されることもある。
　④筋力をつけると、痛みの軽減につながることが
　　あり、筋肉の向上は90歳以上の人でも証明
　　されていて年齢とは関係ない。など

　　どっちにしても自己判断せずに、 専門の医療機関

（整形外科など）にかかり、運動が必要なら、リハビリや

体操学校に行ってみてはと勧められた。「いまさら運動

しても体力が上がるはずがない」と思っていたが、そう

ではないらしい。かかりつけ医に相談して、運動が必要

なら体操学校に申し込んでみよう。ありがとさまえ。

　結核予防の第一歩は、正しく理解することです。
みんなで予防に心がけ、結核のない世界を目指し
ましょう。
　　現在世界では、

◆総人口の約3分の1が結核に感染しています。
◆毎年920万人が新たに発病し、170万人が命
　を落としています。
　　日本では今なお、

◆約 2 万 5 千人が新たに発病し、約 2 千人が亡
　くなっています。
　　結核は「現代の病気」です。結核菌が肺などに入り

込むことで発病しますが、 結核と診断されても薬をき

ちんと飲めば治る病気です。２週間以上続く咳や痰、

微熱などの症状があれば、 早めに医療機関を受診し

ましょう。

　　また、 赤ちゃんは抵抗力が弱いため、 結核にかかる

と重症化しやすく、 命が危ぶまれることもあります。結

核を予防するために、 生後６か月までにＢＣＧ予防接

種を受けましょう。

おばあちゃんの　　　　　
　　　ありがとさまえ日記
－“運動でいつまでも元気でいたい”編－

3月24日は　　　　　　　
　　「世界結核デー」です

3月○日  金曜日  晴れ

【毎月19日は食育の日です】
家族団らん、笑顔も食卓の一品です。楽しく食べましょう。

ＰＴＡ連合会副会長　中川洋子

◆相談・教室

3月16日（火）
3月24日（水）
3月18日（木）

3月 9日（火）

地 域 乳 幼 児 相 談 3月19日（金）

3月17日（水）

午前10:15～11:00

乳 幼 児 相 談 3月11日（木） 午前9:30～10:30
子育てひろば「AiAi」
（町民広場：研修センター）

事　　　業　　　名 期　　日 受　付　時　間 会　　　　場

3月3月（3月11日～3月31日）
◆健康診査・予防接種

4 ヵ 月 児 健 診
2歳児歯科健診
3 種 混 合

平成21年11月生まれ
平成20年1月～2月生まれ
生後6ヵ月～7歳6ヵ月

午後1:00

午後1:15～1:50（受付）
保健センター

午後1:10～1:20 保健センター

保健センター

事　　業　　名 対　　象　　児 期　　日 集　合　時　間 会　　場

富士見町健康カルタ
「よく噛んで  みんな丈夫な  顎と脳」

御射山神戸　足 助 久美子 さん

　 住民福祉課 保健予防係　☎62-9134　　9134

有有 有有

問 有



　今日から明日へとたゆみなく続くまちづくり、地元事業者の皆さんの活躍は大きな力です。町民の皆さんも、どう
ぞ応援をよろしくお願いします。今月は、南原山で『双葉建築』を営む笠原邦夫さんをご紹介します。

笠原邦夫さん （32歳）
『双葉建築』 経営

Q１ 仕事の内容をご紹介ください

一般住宅の設計 ・施工 ・改築 ・増築などです。

Q２ この仕事を選んだ理由は？

中学生の頃から父親について現場へ行き、 片付けなどを手伝っていたこ
ともあり、自然に跡を継ぎました。

Q３ 仕事の中でご苦労されていることは？

不景気で住宅の新築、改築などの受注が減っていることです。

Q４ この仕事をしていて良かったと思う時は？

自分たちが建てた建物が形となって残ることや、 住む人が喜んでくれる
とき、良かったと思います。

Q５ 今後の抱負をお聞かせください

皆様に喜ばれる仕事をしていきたいと思います。
伝統的な日本家屋の建築 ・設計はお任せく
ださい。

最後に一言!最後に一言!
4月に結婚します！と伺い、「相手の方のどこが好きですか？」と質問したところ、「うーん・・・」「う
ーん・・・」。しばらく考えて、その答えは「全部ですかね♥」でした。末永く、お幸せに！

このコーナーでは、町内で
自営業を営まれている皆さ
んをご紹介しています。

【提供：南中学校栄養士】【提供：南中学校栄養士】

①

②

④
①

②

④

③③
コッペパンを高温の油で揚げ、 熱いうちに
シナモンシュガー （砂糖大さじ４ ・ シナモ
ン小さじ２）をまぶす。

①

シナモン揚げパン（4人分）1

じゃがいも２個を２㎝角に切り、蒸す。
ウインナー４本を輪切り、 玉ねぎ 1/2 個
をスライス、にんにくひとかけとパセリ適量をみじん切りにしておく。
フライパンにサラダ油小さじ１を熱し、にんにく ・ 玉ねぎ ・ ウインナーを炒め、コンソ
メ小さじ 1/2、塩ひとつまみ、こしょう少々、しょうゆ小さじ１を加え調味し、火をとめ、
蒸したじゃがいもをあわせる。

①
②

③

ジャーマンポテト（4人分）2

玉ねぎ、キャベツ、じゃがいもなど、ありあわせの野菜 400g 程度とトマト水煮缶 100g
を１㎝角に切っておく。ベーコン 30g は１㎝幅の短冊切りにしておく。
マカロニ 30g は固めにゆでておく。
バター小さじ１を鍋に溶かし、野菜とベーコンを炒める。
水分を加え、ローリエの葉１枚を入れ、野菜がやわらかくなるまで煮る。
トマト、マカロニを加え、コンソメ小さじ１、砂糖小さじ１、塩２つまみ、こしょう少々で味を調える。

①

②
③
④
⑤

ミネストローネ（4人分）4

大根150ｇ、きゅうり1/2本をせん切りにする。ホールコーン30gは冷凍の場合はゆで、
缶詰の場合は水分をきっておく。
かつお節小袋 1/2 は電子レンジかフライパンで香ばしく加熱しておく。
砂糖小さじ１、しょうゆ大さじ１、サラダ油小さじ１、酢小さじ２、白ごま小さじ１でドレッシン
グを作り、①②を和える。

①

②
③

大根サラダ（4人分）3

２年生の希望献立２年生の希望献立

①南中学校

▲手作りのおんべを手に▲鉋をかける

▲3年生も満足の味ですね！

御柱にむけて、おんべもつくっています。
木材に慎重に鉋をかけて、１本のおんべに100枚
ほどを使います。御用命いただければ、おつくりし
ます。お待ちしています。

南中学校では、１つのクラスに
先生が４人加わって、生徒と
一緒に会話をしながら給食
を食べています。
このメンバーでの給食も残り
わずかですが、思い出をたく
さん残したいですね。
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雪の季節から春へ。富士見町のみなさんの

様子をお伝えします。

雪の季節から春へ。富士見町のみなさんの

様子をお伝えします。

毎木曜日の夜、 全４回の日程でスキー教室が行われ、
小学生を中心に 32 名が受講しました。レベルに応じて
少人数のグループに分かれ、 NPO町体育協会スキー
部員のみなさんに、基礎からしっかり指導を受けました。

商工会青年部 25 名による２回目のクリーンキャンペー
ンが行われました。昨年 10 月の富士見地区に続き、
富士見 OKKOH イベント会場として使用する信濃境
駅周辺で行い、ごみ袋６つ分のごみを拾いました。

町と「恋月荘」「社協」「地域包括支援センター」「紅林
荘」「あららぎ」「宅幼老所ひなたぼっこ」「赤とんぼ」の各
関係者が、災害時や入所時の連携などについて話し合
いました。

教育委員会より落合小学校関係者に対し、 統合計画
案が示されました。
４月以降落合地区で地区懇談会を開催し、 ９月には方
向性を出す計画です。

晴天に恵まれたこの日、 幼児むけスペースやそりゲレン
デは多くの親子連れでにぎわい、遊具遊びのほか、２人
乗り、 ハンドル付き、回転型など、面白ソリの走りを楽し
んでいました。

昨年 12月 14日に天草を煮る釜に火入れをし、２月中
旬まで、若宮の田んぼで作業が行われました。この冬は
天候もよくまずまずの出来で、 １釜 17,000 本、 44 釜
分の寒天ができました。

両校あわせて 451 人の生徒が、 平均６～７人の輪にな
って体育館いっぱいに座りました。
まずはお互いに自己紹介し、 真剣な中にも楽しい雰囲
気で交流をしました。
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え ん ま ぞ う

区長の大橋弘子さん（左）と坂本みゑ子さん

　現在、休戸区民は区長の大橋弘子さんと坂本みゑ子さんのお二人と

なり、 協力して区を運営されています。お二人と、 町文化財専門審議

会の野口寛夫さんに伺いました。

　閻魔像は、 休戸釈迦堂（諏訪百番札所の東 29番）に安置されてい

ます。作者は縄田岩見（本名幾右エ門）で、三河方面から彫工であった

父とともに諸国遍歴の後、 休戸村に定住しました。　この閻魔像は、 休

戸に落ち着いた岩見が感謝の気持ちとして奉納したものと思われます。

他に奪衣婆の木彫と、 寛政 9年（1797）の縄田幾右エ門の墨書をも

つ地蔵菩薩像も安置されています。

　休戸出身の坂本さんが幼い頃は、日当たり

の良いこのお堂でお祭りなどの行事が営ま

れました。閻魔像には人々が囲んだひじろの

煤がつき、 休戸区民とともに過ごした 200

年以上の歳月を感じさせられました。

第29回  『縄田岩見作  閻魔像』 休  戸

次回は花場区をご紹介します。左から奪衣婆、閻魔像、地蔵菩薩像

町内５つの保育園で、 １日入園が行われました。西山保
育園では、４月から年少組 ・赤組 ・ ひよこ組に入る 24
人がお母さんと一緒に登園し、 名前を呼ばれて恥ずか
しそうに返事をしたり、おもちゃで遊んだり、紙芝居、おや
つを体験して楽しみました。

産業課主催により、 全６回の日程で行われました。町長
より、 今までのパノラマリゾート再建計画の経緯と平成
22 年度以降の投資計画について説明し、 住民のみな
さんよりご意見、質問をいただきました。

町内 12 集落の高齢者クラブが一同に会し、 踊りやカ
ラオケ、 演歌体操など 40 の出し物が披露されました。
終始和やかな笑い声に包まれた会場は、 寒さに負けな
い熱気で一杯でした。

来年度入学生徒の保護者を対象に、 富士見高原、 南
中学校の校長先生からの挨拶と、 富士見中学校の理
念 ・教育課程の説明がありました。制服の着こなしや
中学生としての生活、 スクールバス ・ JR 時刻表の案
内もありました。

え ばだつ

ぼ さつぞうぞうじだつ え ば えん ま ぞう
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●この広報は再生紙を使用しています。

休日・夜間の緊急医電話番号案内　長野県救急医療情報センター 　TEL 0120-890-422

◆町 の 人 口　平成２２年２月1日現在住民基本台帳（前月比）
　　　　　　　総人口／15,394人（＋13）
　　　　　　　男 7,591人（＋11）　女 7,803人（＋2）
　　　　　　　世帯数／5,685世帯（＋11）
◆発　行　日　平成22年3月1日
◆編集・発行　富士見町役場 総務課
　〒３９９-０２９２  長野県諏訪郡富士見町落合10,777
　　　　　　　ＴＥＬ 0266-62-2250（代）
　　　　　　　ＦＡＸ 0266-62-4481
◆ホームページ　http://www.town.fujimi.nagano.jp
　　　Ｅメール　fujimi@town.fujimi.nagano.jp
◆印　　　刷　富士見印刷建設課 生活環境係  ☎62‐9114  　9114

　1月23日、静岡県教育委員会などが主催する
総合型地域スポーツクラブの普及を目的としたク
ラブ啓発フォーラムが賀茂小学校で開かれ、地元
の小学生など約150名が参加しました。
　講師は西伊豆町出身で、東北社会人1部リーグ
「福島ユナイテッドFC」に所属し、静岡県の代表選
手として多くの大会で活躍中の清野雄大選手。講
演会では、「サッカーが教えてくれたもの」をテー
マに、家族やサッカー仲間に支えられた自らの体
験を振り返りながら「周りの人への感謝の気持ち
を忘れずに頑張ってください」と語りました。　講
演後に行われたサッカークリニックでは、ボールを
使ったゲームなどで児童と触れ合いながら、チー
ムワークの大切さを伝えました。

“チームワーク” を大切に

地元の児童にサッカーを指導する清野選手（右から二人目）地元の児童にサッカーを指導する清野選手（右から二人目）

̶ 家庭から出る
　　燃えるごみの減量と資源化にご協力を ̶
■目　  標　平成22年度に1人1日の排出量300ｇ
■1月実績

燃えるごみの
処理量

1人1日あたりの
排出量 前月比

179,870kg 377g －29g

　

高
森
観
音
堂
の
大
き
な
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
は
、
こ
ぶ
、

こ
ぶ
、こ
ぶ
・
・
・
と
、こ
ぶ
が
幹
い
っ
ぱ
い
に
見
ら
れ
、

高
い
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぶ
だ
ら
け
で
力
強
い
生
命
力

を
感
じ
る
。目
通
り
３
７
０
、
高
さ
は
15
ｍ
と
い
わ
れ

る
巨
木
だ
。樹
齢
は
お
よ
そ
2
0
0
年
に
な
る
。（
こ

の
樹
齢
は
「
葛
窪
の
三
十
三
番
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
」

を
実
測
し
、
直
径
で
年
に
６
位
ず
つ
大
き
く
な
っ
た

こ
と
を
参
考
と
し
た
。）

　

今
年
も
ま
た
枝
い
っ
ぱ
い
に
花
を
咲
か
せ
、
来
る

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
元
気
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
。

厳
し
い
寒
さ
を
耐
え
た
桜
の
、
美
し
い
花
の
季
節
が

待
ち
遠
し
い
。

　シダレザクラは、バラ科の落葉高木。エドヒガンの変種で枝が枝垂れるもの
をいいます。「サクラ」の名称の由来は、一説に「咲く」に複数を意味する「ら」を
加えたものとされ、元来は花の密生する植物全体を指したと言われています。
また他説として、春に里にやってくる「稲（サ）の神」が憑依（ひょうい）する「座
（クラ）」だから「サクラ」であるとも考えられているようです。
　日当たりを好み成長が早いため剪定が不可欠で、適期は１１月頃、下に伸び
る枝を除去し、上へ上へと伸ばすようにすると良いようです。
　桜は、鴨居や敷居、床材など建材として使われたり、家具やピアノ、和菓子の
型などでも使われています。材が緻密で粘りがあり、欠けにくい材質であるの
で、その昔の刷り物の版木に、良く使われる存在でした。

「
と
て
も
素
敵
な
桜
が
気
に
な
っ
て
気
に
な
っ
て

苦
し
く
な
る
か
ら
、
桜
な
ん
か
な
け
れ
ば
気
持
も

落
ち
着
く
の
に
・
・
。」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
美
し

い
枝
は
、
月
日
を
経
て
も
な
お
人
々
の
心
を
揺
ら

す
こ
と
で
し
ょ
う
。

世
の
中
に  

た
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば

　 

　
　
春
の
心
は  

の
ど
け
か
ら
ま
し

　
　
　
　
　    

在
原
業
平
　
古
今
和
歌
集
よ

問 有
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